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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
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緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
迅
速
な
金
銭
支
援
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
追
加
支
援
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
人
共
通
認
証
基
盤
（
以
下
「
Ｇ
ビ

ズ
Ｉ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
の
申
請
、
問
合
せ
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
最
大
限
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

の
活
用
及
び
促
進
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
経
済
産
業
省
は
法
人
や
個
人
事
業
主
の
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
の
取
得
件
数
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
末
に
数

十
万
Ｉ
Ｄ
を
想
定
し
て
い
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
経
済
産
業
省
が
平
成
三
十
一
年
三

月
十
一
日
に
規
制
改
革
推
進
会
議
行
政
手
続
部
会
に
提
出
し
た
資
料
に
「
想
定
Ｉ
Ｄ
数
：
～
数
十
万
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
最
大
で
数
十
万
件
の
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

「
現
状
の
Ｉ
Ｄ
数
と
の
乖
離
」
が
あ
っ
て
も
そ
も
そ
も
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
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２ 

 

 
 

令
和
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
は
、
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に
必
要
な
事
務
費
と
し
て
、
人
件
費
約

六
百
三
十
五
億
円
（
う
ち
超
過
勤
務
手
当
約
三
百
九
十
五
億
円
、
賃
金
約
二
百
四
十
億
円
）
、
給
付
事
務
経
費
等
約
二
百
六

十
八
億
円
、
申
請
書
等
郵
送
費
約
二
百
五
十
九
億
円
、
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
約
二
百
二
十
一
億
円
、
民
生
委
員
等
協
力
手
当

約
三
十
三
億
円
、
広
報
関
係
経
費
約
二
十
四
億
円
、
事
務
機
器
経
費
約
十
八
億
円
、
合
計
約
千
四
百
五
十
九
億
円
を
計
上
し

て
い
る
。 

 
 

「
オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
郵
送
に
よ
る
申
請
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
と
想
定
し
、
そ
の
う
ち
郵
送
申
請
に
係
る
経
費
を
ど

の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
事
務
費
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
円
滑
な
事
務
の
執
行
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
全
世
帯
に
申
請
書
を
郵
送
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
の
た
め
に
必
要
な
国
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
係
る
経
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。 

 
 

「
仮
に
、
そ
れ
ら
の
全
て
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
経
費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
の
か
」
と
の

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
全
て

の
申
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
申
請
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
必
要
な
経
費
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

３ 

 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
三
十
年
十
月
に
内
閣
府
が
実
施
し
た
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
「
必
要
性

が
感
じ
ら
れ
な
い
」
、
「
身
分
証
明
書
に
な
る
も
の
は
他
に
あ
る
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
普
及
の
た
め
に
は
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
」
（
令
和
元
年
六
月
四
日
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
閣
僚
会
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
消
費
活
性
化
策
に
お
け
る
活
用
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
等
に
よ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
全
て
の
住
民
が
取
得
で
き
る
公
的
な
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
で
あ
る
と
同
時
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
安
全
か
つ
確
実
に
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
方
法
で
は
な
く
、
市
町
村
の
職
員
に
よ
る
対
面
で
の
厳
格
な
本
人
確
認
を
経
た
上
で
、
暗
証
番

号
を
設
定
し
て
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 


